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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、短期大学に関わる、学生・卒業生・高校関係者・地域の企業や事業所関係者等の
多様な「地域ステークホルダー」に対する多種の調査の詳細な分析により、入学前の高等学校
との連携教育に対する期待、在学中の学びや生活の状況、及び卒業時の到達度や卒業後の成果、
それに対する在学生や卒業生による内部評価、さらには、地域の企業等受け入れ先による外部
評価を明らかにした。これら各種の地域ステークホルダーによる短大評価は、地域の短期高等
教育機関としての短期大学の新たな可能性を探るための教育改善の方向性を示している。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research is based on detailed analysis of data collected from various local 
stakeholders, such as our college students, graduates, and staff from several high schools 

and local companies. This study aims to reveal the internal (our students and graduates) 

and external (local companies and receiving institutions) evaluations for: 1. the 

expectations of connecting education between high school and junior college 2. the learning 

context and student learning outcomes. This comprehensive evaluation of our junior college 

by a wide variety of local stakeholders informs a direction for improving education and for 

exploring new possibilities for our junior college as a short-term institution of higher 

education for the local community. 
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２００９年度 4,100,000 円 1,230,000 円 5,330,000 円 
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１．研究開始当初の背景 
地域の教育機会、人材育成、生涯学習、

地域開発と高等教育機関の関係性に関する
国内研究には、大学に焦点を当てたものが
大部分で、短大に限定した地域との研究は
数少ないが、進学先と就職先選択での地元

志向の強さという短大志願者の特徴を述べ
た藤村（2008）の研究や、先進諸国の事例
調査を踏まえて「地域総合科学科｣や｢長期
履修制度｣構想など、わが国の短大の地域社
会に対する可能性を省察した舘昭編『短大
からコミュニティ・カレッジへ』(東信堂
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2002）等が見られた。 
本研究組織においても、伊藤（2007）が

短期大学制度の展開過程での地域配置を吟
味し、また、稲永（2007）は卒業生の教育
訓練ニーズから見たコミュニティ・カレッ
ジ機能充実の議論の必要性を考察していた。 
さらに、本研究組織の母体である「短期

大学の将来構想に関する研究会」（平成 21
年 10 月に「短期大学コンソーシアム」へ発
展的改称）の活動は、地域の短期大学間の
継続的な連携の事例であり、本研究代表者
安部と連携短大の学長である福元(2007)ら
は、複数の短大の相互協力による質の高い
教育プログラム構築に関する考察を行い、
地域の短大連合の教育活動に繋げていこう
としていた。 
本課題研究では、これらの先行研究や先

駆的な短大連携の事例を踏まえて、短期大
学と地域の関係にかかわる、多様なステー
クホルダーを対象とする実証的研究手法を
用いた、短期大学と地域の双方向的な交流
にかかわる地域ステークホルダーを対象と
する研究を計画することとした。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、短期大学における学生の入学時
の進路選択から在学時の学習・学生生活、進
路選択や卒業してからのキャリア形成まで
の成長・発達の連続的プロセスをタテ軸に、
短大生の成長と短期大学の発展に関わる地
域ステークホルダーの関与の相互作用的プ
ロセスをヨコ軸として探求すること、また、
短期大学の教育活動の実施、点検・評価から
改善・向上に至るサイクルの展開のありよう
を探求することを目的とし、北部九州地区の
短期大学（短期大学コンソーシアム九州）の
ネットワークを通して、それを実証的かつ実
践的に展開するものである。 
 具体には、１）入学時から卒業後にいたる
成長・発展の点検と教育指導の充実のための
パネル調査を実施し、２）各時点で関連のあ
る地域ステークホルダーと共に調査結果を
点検評価し、短期大学の次の教育の改善に結
びつける PDCA サイクルの充実について開発
的に研究するとともに、３）短大が教育活動
全般を通して、地域コミュニティのニーズや
期待に対して短大がどのように貢献してい
るのか、短大と地域社会の交流に関する地域
ステークホルダーの調査を行い、短期大学が
地域のコミュニティのカレッジへ展開する
可能性を探求することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者/研究分担者/連携研究

者による以前の科研や、同メンバーで活動し
ている「短期大学コンソーシアム九州」（平
成 21 年 10 月「短期大学の将来構想に関する
研究会」を改称）の研究成果を踏まえて、地
域の高等教育システムとしての短期大学の
独自の役割や機能についての検討を深めた。 
具体には 

（１）学生（在学中・卒業後）を対象とし
た、入学前の状況、短期大学での学び・
生活および、進路・接続に関する調査  
その内訳は、 
① 初年次質問紙調査 
② 卒業時質問紙調査 
③ 就職者・進学者追跡（卒後 1年経過時）

質問紙調査 
調査 3種の対象は 21年度に短大に入学

した学生で、①21 年 10～12 月、②23 年 3
月、③24 年 6～12 月に実施した。 
（２）地域ステークホルダーを対象とした
短大との連携・協力に関する調査  
その具体的方法・内容は、 
① 高等学校と短期大学との連携に関す

る質問紙調査 
② 域関係者（地域で卒業生を受け入れて

いる企業、事業所や施設等）質問紙調
査 

③ この 2種の地域ステークホルダーへ
の調査の結果を踏まえて公開ワーク
ショップを開催し、地域ステークホル
ダーの意見聴取の実施 

以上の３部門で構成した。 
（３）本課題を進める基礎として、高等教
育機関と地域の関係に関するデータや文献
の収集と分析を通じて、日本の大学との比
較、海外の高等教育システムとの比較等を
通して短期大学の機能と役割に関する国内
外の研究成果のレビューを行った。 
特に、短大との連携・協力に関するステ

ークホルダーの動向に関する知見を深める
ため、高校と高等教育機関の連携を構築す
る海外の関係機関の動向を探求するための
国際シンポジウムを開催し、若年者の失業
や学歴と雇用のミスマッチを解決するため
に、高等学校における職業教育に注力して
いる韓国の教育関係者を招いたシンポジウ
ムを開催し、職業教育を通した高等学校と
の連携の可能性を吟味した。 
 

４．研究成果 
（１）学生（在学中・卒業後）を対象とした、
入学前の状況、短期大学での学び・生活およ
び、進路・接続に関する調査結果 

１） ①初年次調査・②卒業時調査の対象者 



２）調査項目 

入学前の学習経験・生活経験（アルバイト・
部活等）／短大への期待／入学方法・動機（家
族の期待）／入学後の学習行動／力を注いだ
こと・学習に費やした時間（授業時期／夏休
み）／学習方法／学習態度／自己評価／教育
評価（授業内容・方法／教員の指導／学生生
活のサポート）／入学後の変化／現在の生活
／アルバイト／生活費／家族の考え／希望
進路（進学・職種）／女性の生き方／人生で
重視していること／18 歳に戻れたら／10 年
後の自分／本学への要望 
３）調査結果（抜粋） 
a.短大生の特徴（大学生調査との比較） 
 授業出席の時間 
 
 
 
 
 
 

 
 短大生は週に平均 20.02 時間授業に出席し
ており、大学生（16.02 時間）と比べて忙し
い学生生活を送っている。 
b.在学中に獲得した能力（アカデミックスキル） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
アカデミック・スキル（上表）、ジェネリ

ック・スキルのどの能力項目も、１年次に較
べて卒業時に高い自己評価値を示している。
中でも「ひとつの問題を深く追求する態度」
の卒業時の評価の高さと、ジェネリック・ス
キル項目「リーダーシップ」「自分に対する
自信」の、他の能力と比較すると１年次から
卒業時の伸び率が大きかった。 
学科分野別では、両スキルとも「教育」の

伸び率が大きく、評価値 4以上の項目は「教
育」に限られ、卒業時に「専門的な知識や技

能（4.21）」「最後までやり抜く力（4.13）」「職
業や進路選択への方向づけ（4.11）」等が、
よく身についたと評価していた。 
C.短大教育の総合評価 
 学習時間との関係 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
仮定法“もしあなたが今 18 歳で、もう一

度高卒後の進路選択ができるとしたら、どう
するか”について、「短大に行く」、「同じ短
大に行く」、「同じ専門分野を選ぶ」、いずれ
の可能性についても授業外の学習を全くし
なかった者が最も低かった。また、「進学し
ない」可能性は、全く授業外での学習をしな
い者が高い。 
D.考察 
〇短大への円滑な移行を促進するための 
高－短連携と導入教育の必要性 

・自分で選択した専門分野の学びに対する期
待を持って短大へ入学するが、高校の学びに
対する親和性や達成感が低いために学びに
対する基本的な構えや習慣が十分に形成さ
れていない者が、全体の 2 割以上存在する。  
・高校の学びに対する親和性は、入学後の学
習時間を規定し、2 年間の学習課程や獲得能
力(自己評価)に大きな影響を与えている。  
・短大での学びへの円滑な移行を促進するた
めに、基礎学力の伸長と職業意識の育成を目
的とした高－短連携・導入教育が必要である。 
・入学が決まった生徒に対して専門基礎知識
や技能に関する講習の受講、入学前の課題提
出を課す等、短大での新たな学びに対する期
待や意欲を喚起するしかけが必要である 
〇学習成果の向上を目指した教育課程の再
編成と学習支援の実現 
・短時間(1 日 1 時間程度)であっても授業以
外に勉強する者と、全く勉強しない者とでは、
獲得能力・教育満足度に大きな差がみられる。
特に「人文教養」ではその差が顕著である。  
・主観的評価である獲得能力・教育満足度は、
授業外での学習時間と関係しており、学習習
慣のある者は、自己評価や達成感が高いと同
時に、短大教育に対する満足度も高い。  
・短大の学習成果の向上には、まず、授業以

地域 北海道 東北 関東 東京 中部 大阪 関西 中四国 九州 計

①１年次 短大数 3 3 6 3 9 2 4 1 17 48
学生数 347 433 1049 239 1133 383 570 313 3392 7859

②卒業時 短大数 3 3 5 3 9 2 3 1 17 46
学生数 311 377 1015 216 1014 278 380 301 2878 6770



外に全く勉強しない学生が減るような教育
課程の編成と学習支援の実現が必要である。 
・それと同時に、意欲が高い学生に対してそ
の能力を発揮する機会を今以上に提供して、
短期大学での成長を実感させ、職場や進学先
での活躍に繋げる取組みも課題である。  
〇授業内・授業外双方における教員の教育力
の重要性 
・アルバイトと学習時間に負の相関は見られ
ないものの、週当たりのアルバイト時間は、
平均家庭学習時間の 3 倍を超えている。収入
は生活費や学費に充てられることも多く、ア
ルバイトなしでは学生生活が成り立たない
学生も存在するので、学生のアルバイトの実
態をよく知り、そのあり方や指導支援の方法
を開発する必要がある。 
・授業外での学習時間を確保すると同時に、
学校での拘束時間が長い短大では、授業での
学びの密度や質を高めていくことが求めら
れる。  
・短大の総合評価は「職業に繋がる教育」と、
それを担当する「教員の教育力」に強く規定
される。  
・資格取得系の学科に限らず、すべての学科
で、職業を意識した教育課程の編成と実践の
一層の工夫が求められる。  
・自由記述には、教員について書かれた内容
が多く見られた。優しい・親しみやすいなど、
全体的には、教員に対するプラスの評価が多
いが、授業中の私語に対する対応や、突然休
講する、授業開始時間に遅刻する等、教員と
しての基本姿勢に対する不満も見られた。特
に、私語に対する厳しい対応を求める要望が
多く、優しく親切だけではなく、厳しさを持
った教員を求めている。良い教員との出会い
が短大評価を高めるが、「良い教員」とはど
のような教員なのか、その共通性を探ること
で教育能力を高めていく、短大教員のための
FD の開発が求められる。 
４）③就職者・進学者追跡（卒後 1 年経過時）

質問紙調査の対象者 

 先の①②の調査に参加した者の中で、14 

校の短期大学の卒業生の参加を得て実施し 

た。対象者は 2,733 人、質問紙を卒業生の 

住所に郵送、記入後に返送を求め、597 人 

から回答を得た。全体の回収率は 21.8％で、 

短大間での差異（最高 30.7％最低 10.0％） 

が顕著であった。 

５）卒後 1 年次経過時調査の結果と考察 

a.短大教育の役立ち度 

 
 
 
 
 
 

b.短大教育の総合評価 
 
 
 
 
 
 

 
 短大卒業時の状況で 57.6％が正規職、
24.8％が契約/派遣やアルバイトの非正規職、
10.3％の進学であった卒後 1年経過の卒業生
にとって、短大教育は「教養やマナーを身に
着ける」「人間関係を拡げる」上で役に立っ
たと考えていた。学科間の差が顕著で資格取
得系の学科の卒業生ほど、卒業後「仕事を見
つける」「現在の仕事をこなしていく」上で
の有益性を評価している。 
 また、総合評価については、②の卒業時調
査に較べて「短大に行く」「同じ短大に行く」
可能性が、全体平均で 0.4以上も高かかった。
このことは、卒業年次が経過するにつれ、短
大教育評価が下がるという先行研究の結果
から、卒業後の方が短大教育に対する評価が
高まったとは考えにくいので、回答した 2割
の卒業生は短大評価の高い者に偏っている
という可能性を示唆しているといえる。調査
対象者の①②の回答結果を分析すると、在学
中の学びや卒業時の就職等に対する満足感
が高い傾向にあった。 
本調査の分析はすべて完了したが、①②を

合わせたパネル分析については、25 年度も継
続している。 
５）調査結果の活用 
 ①②の調査結果をテーマとして、研究分
担者・連携研究者が所属する短大連合組織
「短期大学コンソーシアム九州」の FD/SD
合同研修会を 22 年度 23 年度に実施し、調
査結果に対するフィードバックを実施した。
また、2短大（長崎女子短大・長崎短大）で
は、学内 FD/SD 研修会を研究代表者・研究
分担者を講師に実施した。 
（２）地域ステークホルダーを対象とした
短大との連携・協力に関する調査  

１）高等学校と短期大学との連携の調査 

 地域の重要なステークホルダーである高
等学校と短期大学の間で実施可能な連携事
業のモデルを探るために、平成 22 年 3～９
月に日本私立短期大学協会会員校 361 校を
対象に「高校―短大連携活動・事業に関す
る調査」を実施、56.8％の短大からの回答
を得た。調査の結果から、 

・8 割の短大が連携活動事業を実施または計
画中である。 

・実施事業主なものは「出前授業・講座
（36.6％）」「短大での体験授業・公開講座
（31.7％）」で、「入学前からの接続教育プ
ログラム」や「短大生と高校生の交流」は



少ない。 
・303 の連携活動・事業の内、46 事業は科
目等履修制度や単位認定制度など、教育課
程との関連が見られた。④成果が上がり、
短大内の負担も少ない 8 年以上継続してい
る事業例の中には、学内では学長以下、全
学的な取り組みとしての目的意識が共有さ
れているものや、地域の教育委員会などの
行政機関との協働の下に、キャリア教育の
一翼を担う事業として位置づけられている
ものが見られた。 
 以上の結果を踏まえた、公開ワークショ
ップを平成 22 年 12 月 24 日に開催し、本調
査結果の報告と、先進的な連携事業を実施
している短期大学の学長、系列校の高校と
の連携事例、中学校のキャリア教育への支
援に関する紹介と質疑応答を実施した。 
２）地域域関係者（卒業生を受け入れてい
る企業・施設等）質問紙調査 
 研究代表者/研究分担者/連携研究者の所属
する短大連合組織「短期大学コンソーシアム
九州」の過去 3 年間の卒業生の就職先（1838
件）の人事担当者を対象に、短大教育に対す
る評価を質問紙調査により把握した。調査期
間は平成 22 年 3～6 月で、回収率は 12.8％
（249 件）であった。 
調査の結果から、 
・卒業生の受け入れ先は実習（インターンシ
ップ）の受入れに積極的であり、実習生の採
用についても、卒業生を専門職（介護福祉
士・保育士・幼稚園教諭等）として受け入れ
ている事業所の 6 割、一般職を受け入れる事
業所でも 5 割が積極的であった 
特に、専門職受入れ先は、実習をより良い人
材確保の機会と捉えている。 
・短大卒業生と四年制大学卒業生のイメージ
を比較すると、全体的には四大卒に対するイ
メージが勝るものの、「先輩職員から学ぶ姿
勢」「先輩や同僚に相談する意欲」に関して
は、短大生のイメージが勝っていた。 
・卒業生受入れ先の事業所は、短期大学に対
して、人材や知識（専門職受入れ先）と場所
や施設（一般職受入れ先）の提供を求めてい
る。 
以上の結果を踏まえた公開ワークショッ

プを平成 23 年 2 月 11 日に開催し、本調査結
果の報告と、日本私立短大協会会長の講演、
短期大学と地域の卒業生受入れ先の代表者
によるパネルディスカッションを内容とす
るフォーラムを開催した。 
（３）本申請課題を進めるための基礎とし
て、高等教育機関と地域の関係に関するデ
ータや文献の収集と分析を進めていったが、
特に、本研究では、最終の 24 年度には、海
外の高等教育システムとの比較に着目した。 
中でも高校と高等教育機関の連携体制の

構築を進める、海外の教育政策等の機関の
動向調査として、近年の若年失業者の増加
や、学歴と雇用のミスマッチを解決するた
めに、高等学校における職業教育に注力し
ている韓国の教育関係者を招いた、国際教
育シンポジウムを、平成 25 年 1 月 24 日に

開催し、職業教育を通した高等学校との連
携の可能性について、国際的視点から吟味
することとした。 
本シンポジウムから得られた知見の概要 
・高等教育への進学率が 8 割を超え、受験戦
争が過熱している韓国では、自ら能動的に学
ぶことが中心の教育や、生徒が協力して体験
する学習で学校生活の活性化を図るという
公教育革新が注目を集めている 
・職業教育を強化し就職率を伸長させている
ことを目的とした特性化高等学校が設立さ
れ、高校卒業時の就職に力を入れている 
・大学への進学は、高卒直後に限らず、職業
や兵役経験後の進学を勧め、また働きながら
学ぶ（インターンシップ）大学教育のシステ
ム作りにも注力し始めている 
・グローバル人材の養成、海外就職による青
年雇用促進のために、政府レベルでは 10 万
人の青少年をグローバル人材として育てる
ということを謳っている。 
 以上、若者の職業教育については、国の重
点施策として取り組まれ、成果が上がってい
ることが分かった。 
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